
（別　紙）

1　住宅等におけるエネルギーの効率的な利用に資する技術開発（応募件数6件、採択件5件）
技術開発課題名・概要 応募者

新照明システムの開発

（概要）蛍光灯からの発熱を抑制することにより、建築物等にお
ける照明エネルギーの削減を可能とする新たな発光原理を用いた
照明システムの開発を行う。

太陽光および地中熱利用によるゼロエネルギー住宅
開発事業

（概要）暖冷房・給湯に太陽光と地中熱を利用する省エネ化技術
として、地中熱採熱システムと太陽光集熱器を併用した設備熱源
の研究開発・実験を行う。更に建物断熱性能を向上させることに
より、太陽光発電等使用で、エネルギー消費ゼロに近い建物設備
を研究する。

コプロダクションを活用した次世代型最適省エネル
ギーシステムに関する技術開発

（概要）発電・水素製造を同時に行う燃料電池コプロダクション
と、排熱利用、太陽光発電、高効率ＨＰ、蓄エネルギー等を組合
せ、エリア内の最適制御を行う次世代型最適省エネルギーマネー
ジメントシステムの技術開発を行う。

中小規模の建築・住宅向けの効率的なエネルギー管
理・省エネ支援システムに関する技術開発

（概要）省エネルギー化が進んでいない中小規模の建築・住宅
（自治体庁舎、学校、共同住宅等）に焦点をあてた低コストで効
率的な運用が可能なエネルギー管理・省エネ支援システムを開発
する。

環境に貢献する膜構造の技術開発

（概要）透光性と熱線反射性を併せ持ち屋内のエネルギー使用量
の小さい｢スーパー膜材料｣及び構造方法を開発し、併せて実態に
即した省エネ性能の計測・評価方法を開発する。

＜順不同＞

2　住宅等に係る省資源、廃棄物削減に資する技術開発（応募件数3件、採択件数2件）

技術開発課題名・概要 応募者

超高耐久オールステンレス共用部配管システムに関
する技術開発

（概要）集合住宅における超高耐久共用部配管（給水・排水・消
火）の系統別の接続方法、耐久性評価技術、用途拡大のための汎
用性技術について開発を行い、超高耐久ステンレス配管システム
を実用化する。
また、当該技術を活用した場合の配管システムとしての耐久性評
価、性能評価等の評価手法を開発する。

建築部材・部品等に係る品質・履歴情報を活用した
保守・維持の管理システムの開発

（概要）住宅・建築の部材・部品・製品等の調達、物流、施工の
各データを共有化すると共に履歴を明確化し、保守・維持・リ
ユースまで活用することにより省資源、廃棄物削減に寄与するシ
ステムをＷｅｂサイト上で構築する。

＜順不同＞

・学校法人明治大学
　（理工学部建築学科 教授 坂上恭助）
・ステンレス協会
　（会長 佐治雍一（日本冶金工業株式会社））
・ニッケル協会
　（ニッケル協会東京事務所 所長 甲賀哲義）

・ジステック株式会社
（代表取締役 北嶋勝三）
・阿見寺俊洋
　（ＵＧ開発マネジメント株式会社 代表取締役）
・青木宏之
　（社団法人全国中小建築工事業団体連合会 会長）
・藤澤好一
　（学校法人芝浦工業大学 名誉教授）
・酒井大祐
　（ウィーブ株式会社 取締役副社長）
・平正明
　（ササ井鋼建株式会社 専務取締役）
・泉秀樹
　（住金物産株式会社 営業部長）

・株式会社NTTデータ経営研究所
　（社会・環境戦略コンサルティング本部
  　　　　　　　　　　パートナー 村岡元司）
・株式会社早稲田環境研究所
　（主任研究員 片桐知己）

・社団法人日本膜構造協会
　（会長 石井一夫）
・国立大学法人横浜国立大学
　（大学院工学研究院システムの創生部門
　　　　　　　　　　　　 准教授  河端昌也）
・学校法人明治大学
　（理工学部建築環境工学研究室
　　　　　　　　　　　　 准教授 酒井孝司）
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住宅・建築関連先導技術開発審査委員会における審査結果を踏まえた、平成19年度　住宅・建築関連先導技術開発助
成事業（２次募集）の採択課題（新規１０課題）は以下のとおり。

・株式会社シナジー総合研究所
　（技術部エネルギー部門 石川正造）
・株式会社メック
　（技術部 専務取締役 野友卓）
・財団法人総合科学研究機構
　（省エネ研究プロジェクト 理事 横山桂）
・独立行政法人建築研究所
　（首席研究員 坊垣和明）

・株式会社藤島建設
　（常務取締役 工事部 部長 大嶋洋一）
・有限会社アトム建築環境工学研究所
　（代表取締役 所長 岩岡重樹）

・国立大学法人東京工業大学
　（統合研究院ソリューション研究機構
　　 　　　　　　　　　特任教授 荒木和路）
・東京ガス株式会社
　（商品開発部 矢加部久孝）
・新日本石油株式会社
　（研究開発本部研究開発企画部
　　　　　 グループマネージャー  豊岡武裕）
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3　住宅等の安全性の向上に資する技術開発（応募件数7件、採択件数3件）

技術開発課題名・概要 応募者

すべり・つまずき転倒防止床材に関する技術開発

（概要）使用場所及び対象者毎にすべり・つまずき転倒事故リス
クが最小となる防滑床材を開発し、それを有効に活用するための
最適な設計・施工指針を構築する。

ハウスダストによる健康負荷削減住宅に関する技術
開発

（概要）健康への影響が懸念されているハウスダスト中の準揮発
性有機化合物（SVOC）の測定評価法開発、並びに、SVOC及びカ
ビ・ダニ等の微生物による健康負荷を削減するためのダスト防除
技術の開発を行う。

戸建住宅の防犯性能評価シミュレーションに関する
技術開発

（概要）戸建住宅の防犯性能の向上を図るため、侵入被害住宅の
自然監視性及び接近制御性に関する分析結果のデータベースに基
づき、光源投射法を活用して個々の住宅の防犯性能を評価するシ
ミュレーション技術を開発する。

＜順不同＞

・株式会社アベイラス
　（開発部 井上之彦）
・独立行政法人労働安全衛生総合研究所
　（産業安全研究所
　人間工学・リスク管理研究グループ 永田久雄）
・学校法人早稲田大学
　（理工学部建築学科渡辺研究室
　　　　　　　　　　　　　 教授 渡辺仁史）

・国立大学法人東北大学大学院
　（工学研究科都市・建築学専攻 教授 吉野博）
・学校法人早稲田大学
　（理工学術院創造理工学部建築学科
　　　　　　　　　　　　　　 教授 田邉新一）

・学校法人明治大学
　（理工学部建築学科都市計画研究室
　　　　　　　　　　　　 准教授 山本俊哉）
・旭化成ホームズ株式会社
　（住生活総合研究所 松本吉彦）
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